
宮崎市広告入りご当地婚姻届及び出生届の無償提供に関する取扱要領

（趣旨）

第 1条 この要領は、ご当地婚姻届及び出生届（以下「届出書」という。）の製作及び無償

提供に関して、宮崎市広告事業実施要綱（平成 19年 10月 10日施行。以下「要綱」とい
う。）に定めるもののほか必要な事項を定めるものとする。

（目的）

第 2条 この要領でいう届出書を作成し、使用することで、市民サービスの向上と本市の

イメージアップを図り、ひいては本市の地域振興の一助とすることを目的とする。

（無償提供の申し出）

第 3条 無償提供の申し出があった場合は、無償提供申出書（様式第 1号）の提出を受け
るものとする。ただし、当該届出書を無償提供するもの（以下「無償提供者」という。）

の用意した目録等で必要事項を満たしたものがあれば、これをもって無償提供申込書に

かえることができる。

（無償提供届出書の受理）

第 4条 無償提供届出書の受理にあたっては、市民課を経て地域振興部長の決裁をえなけ

ればならない。

２ 前項の決裁は、様式第 2号により行う。

（無償提供届出書受理後の措置）

第 5条 無償提供届出書の受理後は、受理年月日、受理部数等を明記した受理書（様式第 3
号）を、速やかに無償提供者に送付する。

（設置）

第6条 無償提供を受けた届出書は、市役所市民課、地域センター、総合支所市民福祉

課、地域事務所サービスコーナー、その他市長が指定する場所に設置するものとする。

２ 前項に規定するの届出書の設置は、市長の指示に基づき、無償提供者が行う。

（設置期間）

第7条 届出書の設置期間は、1年間とする。ただし、市は無償提供者と協議のうえ、設置
期間を変更することができる。

（制作上の注意事項）

第8条 届出書を製作する無償提供者は、広告主の募集にあたり自らが広告の募集者で

あることを明確にするとともに、市が広告の募集者であるような誤解を受けることのな



いように配慮しなければならない。

２ 無償提供者は、広告内容、色、形状等の届出書の仕様について、事前に市長と協議し、

市長の承諾を受けた後に製作しなければならない。

３ 無償提供者は、届出書の数量、納品時期及び場所等について市長の指示に従うものと

する。

４ 無償提供者は、市の業務内容を届出書に掲載する場合は、市長の指示に従うものとす

る。

（広告の内容）

第9条 届出書に掲載できる広告は、要綱第 8条に定めるところによるほか、要綱第 6条
の各号のいずれにも該当しないものとする。

（無償提供者の募集及び選定）

第10条 無償提供者の募集は、市掲示板及び市ホームページに掲載して行う。

２ 募集期間、その他募集について必要な事項及び無償提供者の選定基準については、募

集要項で定める。

（問題発生時の対応）

第11条 無償提供者は、届出書の内容に関する苦情及びその他問題が発生したときは、その

一切の責任を負い、誠意をもって速やかに解決に努めるものとする。

（中止）

第12条 市長は、市民に届出書を提供することが不適切と認めるときは、届出書の提供を中

止するものとする。

（確認書の提出）

第13条 市が無償提供者から届出書の無償提供を受けるときは、その製作及び無償提供に

関して、市と無償提供者双方で確認書を取り交わすものとする。

（その他）

第14条 この要領に定めるもののほか、届出書の製作及び無償提供に関し必要な事項は、市

長が別に定める。

附 則

この要領は、平成 29年 8月１日から施行する。


